
11月9日(土) 13：00～15：00
2024年

先着申し込み28名

＊参加希望の方は、お問合せ電話番号までご連絡ください。

相談会後に個別でのご相談も可能です。
申し込み順にお受けします。

月～金（水は午前中のみ）

9:00～ 13:00

15:00～ 17:00
電話/042-480-3105

この相談会では、なぜ不妊となるのか、自分たちですべきことは何か、保険の実情、そして

最高の高度生殖補助医療(体外受精、顕微授精など)とは何かを解説します。

今や生殖補助医療は広く普及し、日本は世界で一番多く採卵を行っています。しかし妊娠率は、

世界最低であることをご存じでしょうか。自然周期や低刺激などの妊娠率の低い方法の乱用。

胞胚移植、顕微授精、凍結胚移植でしか妊娠しないと決めつける偏狭な治療方針。不妊を治す

健康努力もせず、技術のみを過信する傲慢さ。こうした間違った方法が蔓延しているからです。

反復着床不全とは言い難い症例に、まだ有効性も確立していない高額検査が多用されています。

その結果、一回も移植を受けることもなく、検査や採卵だけをただ何回も繰り返している

患者さんがいるのです。

42年間、生殖補助医療を天職として夢中にしてきた私にとって、素晴らしいこの技術が不適切

に運用されているのは、とても残念です。不妊治療に悩んでいる方は、是非この不妊相談会に

参加し、正しい知識を知りましょう。

2022年4月より保険診療による生殖補助医療が開始され、当院でも順調に妊娠しておられます。

保険は自費に比べ安価で、生殖補助医療が受けやすくなり、良いことです。半面、認められる

医療には制限があり、何でもできる訳ではありません。３８歳以上の方、AMH値２未満のような

卵巣予備力低下例、反復不成功例などの重症の方では、安易に失敗を繰り返し、結果、大切な

時を失い最終的に子供を諦めることもあります。

当院が難治例を救える理由は、(1) 様々な卵巣刺激法と卵巣予備力低下の新しい治療法を開発し、

患者さん個々に応じた最適な卵巣刺激をしていること、(2) 採卵, ラボ・ワーク, 移植を通して、

絶えず至高の技術を探求し続けていること、(3) 生活習慣の改善で患者さんを健康にし、より良い

卵子と精子にすることであります。そして「何とか妊娠してもらいたい」と強く願う、

当院スタッフの厚い情熱こそがこれらを可能としております。

患者さんを健康にし、各個人に応じた最適な卵巣刺激を行い、最高の技術で生殖補助医療を

行うことで、妊娠不可能が可能となるのです。私の知識と経験と情熱が少しでも皆様の幸せに

つながれば幸いです。
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